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近藤研究室が挑戦しているのは、世界初となる第 3 世
代の半導体レーザーの実現。伝送能力の限界が近づく光

（ファイバー）通信に革新的な進化をもたらす “ 究極の
半導体レーザー ” の創出をめざしてフォトニック結晶を
用いる画期的な CirD レーザーを考案。シミュレーショ
ンと試作を重ねながら、そのレーザーを実現するための
新規材料づくりから、ナノスケールの超精密加工技術の
開発、できあがった素子を CPU へ集積化するための実
装方法の確立までトータルに取り組んでいる。
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多くの工学システムは「イベント駆動型システム」
としての側面を持っています。複数のユーザが限
られたリソースを共有するようなシステムでは、

「ユーザによるリソースの利用開始」といったイ
ベントによりリソースの利用状況が変化します。
適切なリソースの利用を実現するためには、「ユー
ザによるリソースの利用開始」などのイベントを
制御する必要があります。このようなイベントの
制御方策を決定するための数学的理論を、計算機
科学を基礎として構築しています。

制御対象

コントローラ

望ましい動作

数数学学的的等等価価性性のの証証明明により
システムの望ましい動作を保証

イベントの
観測

イベントの
制御

・リソースの有効利用
・衝突回避
など

イベント駆動型
システム

・ファクトリー
・交通システム
など

ファクトリオートメーション、交通システム、セキュリティ　等

イベント駆動型システムの
解析・制御のための数理的アプローチ
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